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研究成果の概要（和文）：　アジアにおける農耕基本文化複合を構成要素である栽培植物や低利用有用植物等から再検
討するため、伝統的な農耕を維持している東南アジアや南アジアにおいてフィールド調査を実施し、焼畑栽培を主とす
る対象地域にひとつの農耕基本文化基本複合が成立していることを指摘した。
　インド、ミャンマーとの協定合意が遅れたが、24、25年度は主にインド、ミャンマー、台湾における予備的観察を実
施。26年度はミャンマーとの協定に基づき伝統的な農耕文化が残っているザガイン地方域北部のナガ族居住地域の焼畑
農耕を収穫期に調査し、民族植物学的情報とともに陸稲、雑穀、ツルアズキ、サンショウ類、バジル類、ダイズ、アカ
ザ類等を収集した。

研究成果の概要（英文）： Field surveys of domesticated and less-utilized plants in traditional 
agriculture were carried out in Southeast Asia and South Asia, by which an indigenous agriculture basic 
complex was suggested in slash-and-burn cultivation areas on mountains of the region.　
 Local agriculture areas were observed mainly in India, Myanmar, and Taiwan in fiscal years 2012 and 
2013.　After settling an agreement between Department of Agricultural Research, Ministry of Agriculture 
and Irrigation, Myanmar and National Institute of Agrobiological Sciences, Japan, traditional crops were 
collected at harvest time together with agricultural and ethnobotanical information in Naga villages 
scattered in mountainous Sagaing Regions of Myanmar in 2014. 　 Particularly, cereals (e.g., upland rice, 
maize, Job's tear, and millets), legumes (e.g., kidney bean, rice bean, cowpea, and soybean), Chili 
pepper, Zanthoxylum spp., holy basil, Elsholtzia blanda, Chenopodium giganteum and others were collected 
there.

研究分野： 植物遺伝資源学
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的多様性　地域農学
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１．研究開始当初の背景 
 研究代表者らは東南アジアにおける現地
調査（科研 16405019、90291806、農業生物資
源ジーンバンク事業による植物遺伝資源探
索等）から、焼畑農業を行なう東南アジア山
岳地帯に古い農業や多様な伝統的な作物品
種や有用植物の利用が見出されることを経
験した。これらの地域に固有の農耕文化基本
複合が形成されていた可能性が浮かび上が
ってきた。 
ここでいう農耕文化基本複合とは、中尾佐

助(1966)が「栽培植物と農耕の起源」におい
て Darlington (Chromosome Botany and the 
Origins of Cultivated Plants (1963)) の農耕文化
一元説を批判し、栽培植物の起源や作物進化
の情報と現地調査に基づき提唱した概念で
ある。中尾は 4 系統の「農耕文化基本複合」
すなわち根栽農耕文化、サバンナ農耕文化、
地中海農耕文化、そして新大陸農耕文化を提
唱した。Vavilov (Studies on the origin of 
cultivated plants (1926))は地方品種の多様性か
ら作物の起源のセンターを提案したが、中尾
はそれに環境と人の文化を重ね合わせてよ
り深い理解への基盤をつくった。したがって
農耕文化基本複合の研究は作物育種に重要
な遺伝資源の多様性を把握するばかりでは
なく、各地域社会との相互理解の促進に貴重
な情報を与える。 
後に有名となった照葉樹林文化について、

中尾は根栽農耕文化の温帯的展開として捉
え、その広がりを植生分布である日華区系と
重ね合わせていた。照葉樹林文化については
70 年代以降、活発な議論がなされたが、中
尾が二次的とした農耕の起源における女性
の役割の問題や、母系制、母権文化、農耕儀
礼、宗教、農地制度等、社会学的・文化人類
学的な側面が強調され、農耕文化基本複合に
関する検証が十分なされないままたなざら
しとなっている。研究対象としている東南ア
ジア半島部、特に焼畑を主とする山岳地域に
ついてその位置付けは不明確なままであっ
た。 

 
２．研究の目的 
本海外調査研究では、民族植物学的情報を

得るとともに、東南アジア・南アジアの半栽
培植物・低活用有用植物について植物学的に
正確な調査を行い、遺伝的多様性を解析し、
農耕文化基本複合を再検証する。マメ科植物、
イネ科穀類、根菜・葉菜・果菜類を主たる対
象に、植物本体（遺伝資源あるいは標本）、
画像、伝統的な管理・利用法等の情報を一括
して収集し、東南アジアおよび南アジアにお
ける農耕文化基本複合について再検証する
とともに、収集した植物サンプルは生きたま
ま遺伝資源として、あるいは標本の形で、さ
らに現地で聞き取った情報は植物とリンク
したデータベースの形で研究基盤として整
備し、今後の農耕文化基本複合に関する議論
のエビデンスとして利用可能にすることを

目的とする。 
 

３．研究の方法 
 ミャンマー、インド、ラオス、カンボジア、
台湾山地等の東南アジアおよび南アジアの
山地を主たる対象地域としてフィールド調
査を行い、マメ科植物、イネ科穀類、根菜・
葉菜・果菜類を主たる対象に、栽培・半栽培
植物・低活用有用植物の種を同定する。収集
に際しては、GIS 情報、生態学的情報を記録
し、写真を撮り、同時に、呼称（方名：各地
域独自の作物の呼び方）、管理方法、伝統的
利用に関する聞き取り調査を行う。分類の困
難な近縁な種の同定は、DNA 配列情報によ
って確定する。収集した半栽培・低活用有用
植物は現地の研究機関に保存し、現地国当局
との合意を得て生物多様性条約や法令を遵
守しながら収集品の一半を日本に導入する。
植物収集品、現地での画像、伝統的管理・利
用情報を、公開を前提に整理する。マメ科植
物やイネ科穀類で既存の遺伝子マーカーや
ゲノム情報が得られている植物については
遺伝的多様性を調査し、既知の変異と比較す
る。 
 
４．研究成果 
 本研究の現地調査によって東南アジア山
岳地域からインド北東部（所謂アッサム地方、
現在はアッサム州、メガラヤ州、アルナーチ
ャル・プラデッシュ州、ナガランド州、マニ
プル州、トリプラ州に再編されている）にか
けて焼畑耕作を基本とする「東南アジア農耕
文化基本複合」（以後、東南アジア農耕文化
と略称する）の存在が浮かび上がってきた。 
 なお、半栽培植物を特定することは難しく
栽培植物を中心に広く有用植物を調査した。 
東南アジアは東アジアと同様にコメすな

わちイネ（Oryza sativa）が主穀の座にある。
炊飯したコメ、すなわちウルチ性の胚乳でん
ぷんを持つものが一般的だがモチ性のもの
（モチイネ）も広く栽培されている。特にラ
オスやタイ北部での利用が知られているが
ミャンマー北部の山岳地帯でも重要な作物
である。蒸し器で蒸したオコワ、竹筒の中で
調理したもの、様々なスナック、酒の醸造等
に広く利用されている。日本の餅にそっくり
なものもある。文献的にはモチ性品種の分布
はインド全体で見るとインド北東部を除い
てほとんどないといってもいいが、現地訪問
したインド東北部では東南アジア同様にモ
チイネが重要な穀類であることが確認でき
た。ミャンマー中央平原部ではモチ性品種も
あるが生産の中心はウルチ性である。ミャン
マー山岳地域、タイ北部山地、ラオスのラオ
族地帯にモチイネが主要作物として広く見
られる。 
農業の近代化、作物や品種の転換の早い平

野部に比べ、山岳地域ではより古い農業や伝
統的な作物・品種が残っており、私たちが東
南アジア山岳地域を対象地域に設定したこ



とは適切で時宜を得たものであった。水田耕
作ができない山岳地域で伝統的に営まれて
いる焼畑においては、各々複数のモチ性およ
びウルチ性のイネ在来品種（陸稲）は異なる
品種名（品種方名）で区別され、ひとつの農
家や村落で複数品種が普通に見られる。 

ハトムギ（（Coix lacryoma-jobi var. ma-yuen、
ほぼ全てモチ性）、アワ（Setaria italica、モチ
性、低アミロース型、ウルチ性あり）、等の
雑穀もあり、イネの畑にゴマ (Sesamum 
indicum) 、 エ ゴ マ (Perilla frutescens var. 
frutescens)、ツルアズキ(Vigna umbellata)、ソ
ルガム(Sorghum bicolor)、トウモロコシ(Zea 
mays)、トウガラシ(Capsicum spp.)、ウリ科野
菜類、バナナ(Musa spp.)、サトイモ(Colocasia 
esculenta)等異なる作物が混作されている。ま
た、その農業では伝統的な焼畑ばかりでなく
住居周りのキチンガーデンにおけるマメ類
（フジマメ：Lablab purpureus、シカクマメ：
Psophocarpus tetragonolobus）、蔬菜類の栽培
も重要である。また、今回は調査対象としな
かったが筍（タケ類）の利用も広く見られた。
東南アジア山岳地域の焼畑農業におけるマ
メ類としては前述のツルアズキが非常に重
要である。研究分担者である友岡らの解析に
よればベトナム、ミャンマー、ネパール、イ
ンドに大きな多様性が見られ（Tian et al. 
2013）、イネやアワとともに東南アジア農耕
文化の重要な要素である。 
しかも、この東南アジア農耕文化の要素は

さまざまな民族に共有されており、古くに成
立していたと考えられる。ミャンマー・ザガ
イン地方域のナガ族居住地域での聞き取り
では、作物方名が村ごとに違うことが多く、
多様であった一方、新しく導入されたと考え
られる作物はビルマ（バマー）語からの借用
と思われるものがしばしば見られる。 
ラオス、タイ北部、ミャンマー北部～西部、

インド・ナガランド州を中心に森林の小動物
や昆虫類が食材としてよく利用されており、
それは平地部にも広がっている。肉の調理に
は、南米原産のナス科のトウガラシが広く利
用されていたが、セリ科のコエンドロ（コリ
アンダー Coriandrum sativum）、オオバコエン
ドロ（Eryngium foetidum）、シソ科の Elsholtzia 
blanda やカミメボウキ（ホーリーバジル、

Ocimum tenuiflorum ）とバジル（ Ocimum 
basilicum）、サンショウ類（Zanthoxylum spp.）
がしばしば用いられ、重要な作物である。コ
エンドロは地中海地方起源、オオバコエンド
ロはカリブ海起源と考えられ、東南アジアへ
は導入されたものである。バジル類、
Elsholtzia blanda そしてサンショウ類は東南
アジア農耕文化の重要な要素である。 
これらのスパイスやハーブの類、根菜であ

るサトイモ（Colocasia esculenta）、エシャロ
ット（Allium cepa var. aggregatum）、ショウガ
（Zingiber officinale）等は焼畑にも放任的に栽
培され、半栽培的である。野菜として利用さ
れるツボクサ（Centella asiarica）、インディア
ンナイトシェイド（Solanum indicum）等は野
生状態から収集されているとのことだが、半
栽培型の有無についてはより調査が必要で
ある。 

東南アジア農耕文化は東南アジア大陸部
を中心とする。しかし、北東インド以外のイ
ンドにも古くに東南アジアから移住してき
た人々がいる。今回調査したインド・ジャー
ルカンド州に住む少数民族ムンダ人がその
好例である。彼らの言語は南アジア語族に属
し、東南アジアを故地とする。イネ栽培を基
本とする焼き畑農耕がおこなわれており、ま
さに東南アジア農耕文化のインド的展開と
呼んでいい。今回、現地調査を繰り返すこと
によって、そのことがより明らかとなった。 
台湾山地の焼畑の栽培植物には、タイワン

アブラススキ(Spodiopogon formosanus)のよう
に独自の栽培植物が含まれる一方、モチ性の
穀類への嗜好の高さや、醸造おけるアカザ属
植物の利用等、東南アジア農耕文化との関連
を強く示唆する要素があることが明らかと
なった。 
東南アジア山岳地帯の焼畑耕作を基本と

する東南アジア農耕分化の南には、東南アジ
ア山岳地帯より乾燥がきつい熱帯サバナ気
候のフタバガキ科の疎林を原植生とする地
域が、東北タイ、ラオス南部からカンボジア
中部にかけて広がっている。この地域の農耕
文化に関する調査研究は少なく今後の課題
である。この丘陵地生態区の水田は、高谷・
友杉(東北タイの“丘陵上の水田”－特に、その
“産米林”の存在について－. 東南アジア研
究 10 巻 1 号(1972))によって①丘陵地の谷底 

 
写真 1. 1 軒の農家が複数のイネ在来品種
を識別して栽培している。 

 
写真 2. 焼畑の Elsholtzia blanda。 



②山腹天水田 ③山腹“産米林”に分類された。
この中の“産米林”は、一見フタバガキ科の疎
林であり、よく観察すると林の中で米の栽培
がなされているという景観である。東北タイ
では、“産米林”はほぼ消滅したと思われるが、
カンボジアには残っていた。調査の結果、そ
の林床原植生は基本的にイネ科の草本であ
り、その中のマメ科構成要素としてホソバツ
ルアズキ（Vigna minima）が豊富に生育して
いることが明らかになった。このマメ科植物
は、現地の農民によって、若葉、花、若莢、
完熟種子が食用として利用されていた。また、
種内の変異の様相から、栽培化が進んでいる
可能性が見られ、いわゆる半栽培状態の植物
であると考えられた。 
本研究で浮かび上がってきた東南アジア

農耕文化は中尾が照葉樹林文化の提起にあ
たって仮定したような根栽農耕文化の温帯
的展開の初期の一形態と捉えることもでき
るかもしれない。しかし、焼畑を核とする東
南アジア農耕文化が山岳地帯に確立し、多様
な作物を受け入れつつ、さらに北の温帯への
展開が照葉樹林文化、南のモンスーン帯丘陵
地への展開が産米林農耕へと発展したと考
えると理解し易い。 
なお、ミャンマー農業灌漑省との共同研究

協議は当該国の国内情勢の変化もあり予想
より遅れたが、2014 年に農業生物資源研究所
と農業研究局の間で締結に至り、ザガイン地
方域での調査の成果として 102 点の植物遺伝
資源や付随するさく葉標本を収集し、ミャン
マー側と折半し、食料及び農業のための植物
遺伝資源に関する国際条約（ITPGRFA）の規
定する標準材料移転契約（SMTA）を締結し、
農業生物資源研究所及び筑波大学へ導入す
ることができた。インド農業省インド農業研
究局国立植物遺伝資源局との共同研究協定
の締結に至らなかったためインド国内では
遺伝資源の探索収集は行なわず、現地観察に
留めた。また、現地調査で撮影した写真は、
それ以前にインド、パキスタン等で撮影した
スライドとともに電子ファイルとして整理
し、撮影日、場所、作物名等とともにデータ
ベース化した。さらに作業を継続し、研究者
への公開を計画している。 
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